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高等教育における協同学習の実践的検討（ ）
―学びを深めるための問い方の分析―

益谷 真（敬和学園大学）
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目 的

問いかけは情報を引き出すだけでなく，思考

を促す働きがあり，課題解決や学習活動の話し

合いの成果を左右する。話し合いを通じた学び

を深めるには，メンバーの質問するスキルを高

めることが必要になる。そこで本研究報告では，

話し合いを通じた学習を深める問い方について，

コミュニケーションと認知方略の２つの側面か

ら分析し，産出された質問を評価する基準を探

って等現間隔尺度の構成を目指す。

方 法

対象者： 地方の国立大学で対人コミュニケ

ーションの授業を行い，質問のスキルをテーマ

にして受講生に質問を作成させ，その中から１

年次生 名の回答を分析した。そして各カテ

ゴリーから代表的な記述サンプルを抽出し，

カテゴリー×６項目の記述を別の私立大学の学

生 名に提示して，自分がその質問を受けた時

に思考が促されるかの観点から 段階で評定

させた。

質問状況項目： 協同学習場面を想定して，

コミュニケーションと認知方略の多様性が得ら

れるように６つの質問状況を設定し，各項目に

具体的な台詞で回答を求めた。

分類カテゴリー： コミュニケーションの側

他者から十分な説明を受けたが何が

重要か分からない時にする質問

面に関しては，①謝罪や礼が含まれている，②

受けた説明を容認する言葉が含まれている，③

受けた説明が理解できない事を言葉で明示して

いる，に分類した。

認知方略の側面に関しては，①何かを尋ねる，

②受けた説明の内容を確認する，③説明を改め

て求める，に分類した。

結果と考察

紙面の制約から６つの項目の中から２つの項

目を採りあげて，分類カテゴリーの採点結果を

クロス集計して に示す。 では

コミュニケ―ションの効用を考慮しない問いか

けが多く，謝罪や礼を含むコミュニケーション

の効用を気にすると，改めて説明を求める要求

が多くなった。 ではコミュニケーショ

ンの効用よりも直接的な要求が多くなった。

６つの質問状況項目に対する評定の中央値を

みたところ，カテゴリー間の等現性は示されな

かったが，２次元採点でも尺度構成できる見込

みは得られた。言葉の表現に苦心する様子が覗

えたことから，言葉は情報の限定的な表現にな

るという理解が，質問力のスキルアップには重

要かもしれない。質問の産出に困難さがあった

ことから，メンバーの中にファシリテーターの

役割を設定することが大切になる。

他者から支離滅裂で要を得ない説明

を受けた時にする質問
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取り合わせによる創作を用いた俳句教育実践とその効果の検証
―児童の最近接発達領域を考慮した俳句教育の試み―

○皆川直凡（鳴門教育大学大学院） 松田紘昂＃（鳴門教育大学大学院）
吉田健人＃（鳴門教育大学大学院） 劉 晶晶＃（鳴門教育大学大学院）
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問題と目的

俳句は，子どもたちの様々な能力を養うことが

できる魅力的な教材である。俳句の鑑賞を行うこ

とで，言葉の持つ豊かさを感じ，鑑賞力や想像力

を養うことができる。また，俳句の創作を行うこ

とで，豊かな表現力や語彙力を育成することもで

きる。そのため，俳句を題材とする教育実践研究

が多く行われてきた。皆川・横山 でも，季

語やその他の用語の取り扱いに焦点をあてた俳句

学習の実践研究が行われている。

本研究では，俳句創作の入門期にある小学校４

年生の発達水準を考慮し，よりよい入門学習のあ

り方を探究する。俳句は，その形式によって，季

語だけに意識を集中し，その状態や動作を詠む「一

物仕立て」と，季語とそれとは離れた情景を組み

合わせて詠む「取り合わせ」の二つに分けられる。

「取り合わせ」は「一物仕立て」に比べ，高度な

観察力，想像力が要求されず創作が行い易いと考

えられる。よって，本研究では，「取り合わせ」に

よる創作学習について実践を行うこととした。

本研究における授業実践

年 月，協力校（教員養成大学附属小学

校）の教頭先生によって行われた，俳句の形式と

季語についての２時間の授業に続いて，本研究グ

ループが下記に示す２時間の授業を実施した。

「取り合わせ」の指導の授業

①これまでの俳句知識の復習：俳句のきまりや季

語について復習した。

②日記作り：生活の中で楽しかったことやがんば

ったことなどを書いた。

③俳句の種探し：俳句の種とは，季語とは離れた

情景であり，日記の中から十二音で見つけさせた。

④季語選び：どんな情景とも組み合わせやすい，

秋の季語を提示し，お気に入りのものを選ばせた。

⑤取り合わせによる俳句の創作：俳句の種と選ん

だ季語を組み合わせるように指導した。

自由創作の授業

①取り合わせについての復習：俳句の種と季語を

組み合わせて作れることを思い出させた。

②俳句の創作：制限を設けず自由に取り組ませた。

③創作した俳句の清書： 句以内を清書させた。

「取り合わせ」の授業における創作俳句の考察

まず，児童が書いた日記に見られる特徴を分析

した。その結果，遠足や運動会，ハロウィンとい

った大きな行事をテーマとして取り上げる児童が

多いことがわかった。記憶に残りやすく，その時

の感情を表現しやすいからであると考えられる。

次に，俳句の種をみつけるという作業について

の分析を行った。その結果，日記のキーワードと

なる重要な単語を抜き出すこと，ある文章を言い

換えて取り出すこと，文章をそのまま抜き出すこ

となどの活動がみられた。七音または五音の言葉

をそのまま抜き出すという児童が最も多かった。

最後に季語の選択についての分析を行った。そ

の結果，「秋うらら」「秋日和」「秋の声」など，語

頭に秋とつく季語が多く用いられていた。イメー

ジしやすい季語を用いていると考えられる。

自由創作の授業における俳句の考察

形式別作成傾向

自由創作の時間に作成された俳句は 句であ

った。個々の児童が最も多く作成した俳句の形式

という観点から，形式別作成傾向を分析した。そ

の結果「取り合わせ傾向」で作成した児童が最も

多く，前時の学習経験を活かして俳句作りに取り

組んだ児童が多いことがわかった。また，「一物仕

立て傾向」で作成した児童も相当数おり，俳句作

りにおいて季語を中心に据えて情景を想像するこ

とに価値を置いている児童がいることがわかった。

表現の工夫

直接的な感情表現の有無によって俳句を分類し

た。その結果，直接的な感情表現を使わず，情景

から感情を読み取らせる深みのある俳句が多かっ

た。取り合わせによる俳句では特に少なく，取り

合わせによる創作は，感情表現を抑える効果があ

るとわかった。言葉選びの独自性に優れているも

のも多く，季語と俳句の種がよりよく引き立てあ

っていた。一物仕立てによる俳句には季語を表現

するのに擬態語や擬声語を用いているものもあれ

ば，それよりも高度な想像力や言語力が求められ

る比喩表現を用いているものもあり，思考力の発

達に個人差が生じる時期であることが垣間見えた。

まとめと展望

本実践では「取り合わせによる俳句づくり」と

いうことをもとに，俳句作りが難しいと感じる児

童でも取り組みやすい創作の視点を示すことがで

きた。授業では，俳句の種を十二音で探しだすの

に困っていた児童もいたので改善が必要である。

また，今後は「一物仕立てによる俳句づくり」と

いう視点も加え，より豊かな表現を行えるように

なる授業を考案して行きたい。


